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消
炭
を
つ
く
る

～
博
物
館
の
裏
方
の
し
ご
と
～

毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
、
小
学
三
年
生
の
社
会

科
の
単
元
「
古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し
」
に
あ
わ

せ
て
、
大
ぜ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
博
物
館
を
訪
れ

ま
す
。
令
和
元
年
九
月
か
ら
十
二
月
に
、
学
校
の

活
動
と
し
て
博
物
館
を
利
用
し
た
小
学
生
は
三
二

校
二
七
二
七
人
を
数
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を

迎
え
る
た
め
、
博
物
館
と
し
て
は
、
展
示
解
説
の

ほ
か
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
を
使
っ
て
ハ
ン
カ
チ
の
し

わ
を
の
ば
す
と
か
、
し
ち
り
ん
で
餅
を
焼
く
と
か

の
体
験
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
多
く
の
炭
火
を
使
う
し
ち
り
ん

の
体
験
学
習
に
は
、
二
二
〇
三
人
が
取
り
組
み
ま

し
た
。

博
物
館
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち

が
満
足
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
、
た
く
さ
ん
の

炭
火
を
お
こ
す
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
欠
か
せ
な
い

の
が
消
炭
で
す
。
消
炭
は
、
薪
の
火
を
消
し
て
作

る
炭
の
こ
と
で
、
燃
料
に
す
る
木
炭
と
比
べ
る
と
、

軽
く
て
、
柔
ら
か
で
す
。
消
炭
は
、
燃
料
に
は
向

き
ま
せ
ん
が
、
火
を
つ
け
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

消
炭
は
店
で
売
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
博
物
館

で
は
自
ら
作
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
用
意
す
る

の
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
た
き
つ
け
に
す

る
杉
の
枯
葉
、
消
炭
の
材
料
で
あ
る
木
端
や
剪
定

枝
、
消
壺
な
ど
、
写
真
の
と
お
り
で
す
。

作
り
方
は
、
ま
ず
、
木
端
や
剪
定
枝
を
燃
や
し
ま
す
。

は
じ
め
は
炎
が
あ
が
り
、
煙
が
で
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

火
の
勢
い
が
お
さ
ま
り
、
煙
が
で
な
い
状
態
（
こ
れ
を

「
お
き
」
と
言
い
ま
す
。
）
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
っ

た
ら
消
壺
に
入
れ
て
ふ
た
を
し
ま
す
。
消
壺
が
冷
め
た

ら
完
成
で
す
。
「
お
き
」
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
見
極
め

る
の
が
こ
つ
で
す
。

先
月
、
消
炭
を
作
っ
て
い
る
と
、
散
歩
中
の
年
輩

の
方
が
立
ち
寄
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
学
習

で
炭
火
を
扱
う
の
で
、
消
炭
を
作
っ
て
い
ま
す
、
と
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
消
炭
は
火
が
つ
き
や
す
い

か
ら
ね
、
と
応
じ
ま
し
た
。

す
こ
し
昔
ま
で
、
消
炭
の
利
用
は
生
活
の
上
で
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
途
絶
え
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
博
物
館
の
裏
方
は
、
こ
う
し
た
あ

た
り
ま
え
だ
っ
た
技
術
や
知
識
の
伝
承
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
す
。

用意するもの

「おき」を消壺に入れる。 

消壺が冷めれば 

出来上がり。

薪を燃やす 



★テーマ展「めでたいかたち」 

開催中～５月１０日（日） 

暮らしの中にある鶴・亀・七福神・松竹梅といった

縁起の良いモチーフのものや、祝いの道具など、様々

なめでたいと感じる形のものを展示します。 

☆ギャラリートーク 

3 月 19日（木）、４月１８日（土） 

午後 2時～（約 30分）

重箱         笊かぶり犬（江戸張子） 

★小展示 

≪干支展≫「子～お正月まで 

いくつ子(ね)る？」

開催中～5月6日（水） 

豊橋市自然史博物館共催。ネズミにちなんだ自然、

歴史、民俗の資料を展示します。 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

４月１１日（土）午後2時～ 

会 場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

参加費：無料 

※事前申込み不要。直接、会場へ。 

（新型コロナウイルスの感染拡大状況により、中止

となる場合があります） 

★蜆塚公園桜まつり 

3月 28日(土)～4月 5日(日) 

会場：蜆塚公園、博物館内 

 内容：ＳＮＳ投稿キャンペーン、昭和のおもちゃの

展示、クイズラリーなど 

※詳しくは博物館ＨＰ、ＳＮＳなどをご覧ください。

催し物のご案内 

浜松市博物館    開館時間：9時～17 時    ３・４月の休館日：3/16、23、4/6、13、20、27、30

〒432-8018 静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22 番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275

Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/

【博物館所蔵資料の紹介】 

井戸車（いどぐるま） 

桜は大ぜいのひとに好まれています。三月末から

四月のはじめ、あちこちで花を見ると、何だか陽気

になります。 

桜を好むのは先人たちも同じでした。この気持ち

はさまざまな道具の姿にもあらわれています。 

写真は、20 世紀前半によく使われていた鉄製の

井戸車で、井戸水をくみあげるための滑車として使

われました。 

使用地は中区蜆塚三丁目ですから、浜松の商店で

買い求めたのでしょう。 

博物館の収蔵庫には 7 個の鉄製の井戸車があり

ますが、このうち6個は、桜をかたどったものです。

まちの金物屋には桜もようの井戸車が積み上げら

れ、近在からやってくる多くの顧客がこれを求めて

持ち帰り、それぞれの家庭の井戸で使っていたよう

すがうかがえます。 

井戸車は、毎日毎日欠かさず使うもの。ふだんの

暮らしの道具に、心を陽気にさせる仕掛けを取り入

れ、自身の生活感をより豊かなものにしようとする

思いが伝わります。 3月6日よりツイッター、インスタグラムの運用を

開始しました。館内や地域の情報を随時お届けし

ていきます。ぜひご覧ください。 


